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日 本藻類学 会

日本務類学会は昭和27年11:設立され，総学lζ関心をもち， 本会の趣旨11:賛同する個人及び団体の会員からな

る。本会は定期刊行物 「務類」を年4ill1刊行し， 会員IC無料で頒布する。普通会員は本年度の年会'J'17，000円(学

生は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会資は 12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。

入会，退会，会資の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生2-4-16r学会センターピ
ル内」日本学会事務七ンター宛に，原稿の送付は 657神戸市灘区六甲台町1・1神戸大学理学部生物学教室内，日

本藻類学会編集委員会宛lζ ， ま た ， 庶~一般およびパック ナ ンバ一等については ， 606京都市左京区北白川追分

町 京都大学農学部熱帯農学専攻内，日本ゑ類学会宛にされたい。

The Japanese Society of Phycology 

TheJ九paneseSociety of Phycology， founded in 1952， is opcn lO all who arc interesled in any aspect of 
phycology. Either individuals 01' organizations may become membcrs of the Society. The .Japanese Journal 
of Phycology (SdRUIl is published quarterly and r1istribueed to members free of charge. The annual ducs 
(1988) for overseas members al巴 8，500Ycn (scnd the rcmittancc to thc Business Center for AcadeJt:lic 
Societies Japan， 4-16， Yayoi 2-choJt:le， Bunkyo・ku.Tokyo， 113 japan)目
Manuscript for publication should be submittcd directly to thc Editor-in-chief; Prof. Y. Tsubo， Depart-

rnent of Biology， College of Liberal Arts， Kobe University， Tsurukabuto 1-2-1， Nada-ku， Kobe， 657 
japan. lnquiries anrl othcr in日ormationregardinc:: ule society should be adclressecl 10 thc japanese Society 
of Phycology， c/o Division of Tropical Agriculture， Faculty of Agriculture， Kyoto University， Kita-
shirakawa-oiwakecho， Sakyo-ku， Kyoto， 606 japan. 
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会 長 .，梅崎 勇 (京都大学 Prcsident: Isamu U~IEZAK I (Kyoto Uni，'ersity) 
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大野正夫(高知大学) Masao OHNO (Kochi University) 
奥田武男 (九州大学 TakeoOKUDA (Kyushu Univcrsity) 
谷口 和也 (東北海区水fiff) Kazuya TANJGUCHJ (Tohoku Rcg. Fish. Res. Laboratory) 
鍛 iW< (北海道大学 HiroshiY>¥IlU (Hokkaido Universily) 
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横浜康継(筑波大学 YasutsuguYOKOHAMA (University cfTsukuba) 
古田 忠生 (北1侍ill大学 Tadao.Y OSH1D.'、(HokkaidoUnivcrsity) 

編集委員会 EditorialBoard: 
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i幹ド伶宇 E事Iロ~ :自熊員野 茂 (仲有利神11戸大学 S仙hi氾ge口n川'uKUMANO (Kobe巴 U niv~ rs i ty ) ， Secl巴tary
実行委員:鹿本幸人 (神戸大学 SachitoENmloTo (Kohe UnivcrsilY)， Asscoiate edilOl 
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日本藻類学会秋季シンポジウムのお知らせ

参加申し込み:シンポジウム参加は無料ですが，会場

準備の都合上，シンポジウムのみの出席を希

本学会では日本植物学会第53回大会(岡山大学)の

前日iζ，秋季シンポジウムおよひ'懇親会を下記のよう

望する方も下記宛IC築設でお申し込み下さ

懇親会主t: 2，500円

懇親会費は，秋季シンポジウム懇殺会費と明

記のうえ，郵便j震替または現金主留にて下記

宛IC申し込み期限までiζ必ず前納して下さ

lζ閲催しますのでど出席下さい。

H寺'昭和63年10月12日(水)

14: 30-16 : 30 シンポジウム

17: 00-19 : 00 懇親会

シンポジウム会場.

〒703

日

シンポジウム参加申込 ・懇親会費送付先:

〒703岡山市平井1-14-1

山陽学園短期大学内

日本部類学会秋季シンポジウム係

郵便振替の送付先は，

加入者名 ;日本務類学会秋季シンポジウム

郵便振替口座 ;岡山2-36298

申込締切・ 昭和63年7月15日(金)

世話人:大森長腕

〒703 岡山市平井ト14-1

山陽学園短期大学

電話 0862-72-6254

'/1講J皇室

岡山市平井ト14-1

山陽学園短期大学

Di陳(国際教養線) 2 f~約

;寅題・演者 海務の利用と組織地主主

(1)海藻の特殊成分とその利用

西淳一俊(日本大学)

(2)海裁の組織培養研究の現状

一第3回国際務類学会議iζ参加してー

嵯峨直恒(北海道区水産研究所)

長.秋山 優(烏綬大学)

間山駅前パス乗取:均所
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JR岡山駅前より，両備パス山陽短大・四軒屋

経由新岡山潜行lζ乗車。 山陽学園短大前下車。

(約20分，料金220円)岡備パスの乗車場所は陶

山ターミナJレビ・Jレの東③容のりば。パスは10分

毎に出ています。

交

-

① 
JR岡山駅前よりタクシーで15分。

(約1，100円)

2. 






